
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。

「広島神楽」定期公演へようこそ！
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鍾 馗大神
大 疫 神

・・・
・・・

松 村  和 信
藤 原  響

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

山 本  洋 治
吉本  登志充
山 崎  大 介
山 崎  雅 也

　素戔嗚尊が唐（から）の国にいた時、鐘馗大神と名乗り虚耗（きょう）という悪疫神を退治しましたがその一族の残党がわが国
に渡来し、大疫神となり人 を々悩ましており、茅の輪の威徳をもってこれを退治するという物語です。
　鐘馗大神は左手に茅の輪、右手に矛（ほこ）を持って舞い、茅の輪によって、魔術で身を隠している疫神の姿を探り、合戦の末に
これを征伐するというものです。
　茅の輪は、これをくぐれば疫病から逃れることができるという伝説にもとづき、茅の輪くぐりの祭事が、今でも続けられている神
社があり、災疫の護り神として信仰され祭られているのです。

第二幕『鍾馗』（しょうき）

・・・
・・・
・・・

帯中津日子命
竹 丸
塵 倫

岩 崎  義 隆
松 浦  幸 大
山 崎  大 介

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　

・・・
・・・
・・・
・・・

山 本  洋 治
益 本  卓 也
吉本  登志充
山 崎  萌 香

　異国から日本征伐を企て、攻めてきた数万騎の軍勢の中に、翼を持ち、黒雲に乗り、天空を自由に駆け巡る、神通自在の大将軍
塵倫がおり、村里を荒らし多くの民を滅ぼしていました。そこで第14代仲哀天皇（帯中津日子命）は従者竹丸と共に、塵倫に立ち向
かい、激しい戦いの末に見事塵倫を打ち滅ぼし、天下泰平の世をもたらしたという物語です。

第一幕『塵倫』（じんりん）

栗栖神楽団プロフィール ～廿日市市～
　昭和32年、栗栖地区の住民たちが郷土発展のためにと矢上系山県舞（六調子旧舞）を伝承し、栗栖神楽団として発足致し
ました。現在10代から50代の団員で郷土芸能の伝承発展のため日々精進しているところです。
　まだまだ経験不足で技術的にも未熟ですが、「神楽を舞わせて頂く」という感謝の気持ちを忘れず一生懸命頑張っていき
たいと思っております。
　皆様方にはこれからも引き続きのご愛顧、ご指導の程をお願い申し上げます。

くりすかぐらだん


